



































































































































































































が際立っ いるこ をいう 蘇軾は 「参寥師が秦太虚に寄する三絶句に次韻す。時 秦君 　
進士に挙げらるるに得ず」




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「漫郎（ぶらり役人） 」と呼んだといったことに因む。 「秦観秀才が贈らるるに次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊五九六頁）を参照。○天骨 　
天性、天賦の風格。蔡
「荊州刺史





































































































































































































































































































































































































































































































































倚市（倚市門）は、 市場の門に寄りそって立ち、 通る人々に媚びを売る女のこと。 「僧潜が贈らるるに次韻す」















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る。楽全は張方平のこ 、字 安道、号 楽全、謚は文定。元祐六年十二月太子太保致仕張方平が亡くなると（ 『続資治通鑑長編』巻四六八） 同月八日に蘇軾は「張文定公を祭る文 　
三首」 （ 『蘇軾文集』巻六三）を作った。張邦基『墨


















































































































































































































































































































































イ難 （イ） ゾ」とあり、また「或ル説ニハ、言 （フココロハ） 、神ハ本 （ト） 簡略ナル者ナレバ、之 （ニ）










































の聞書に 「又 （タ） 或 （ルイハ） 云 （ク） 、
陳履常 　







































くぐり戸、ひいて部屋をいう。蘇軾「除夜の病中、段屯田に贈る 蘇東坡詩集』第三冊四三一頁） 参照。漢の韓延寿や後漢の呉祐は、それぞれ長官の任にあった地で、民 間でもめごとが起きるとこれを嘆き、自宅に閉じこもって自らを責めた。やがて の任地で もめごとが起きなくなったという故事 あり、蘇軾は知事である自らの心境を重ねている。一韓智
の聞書に「坡 （ノ） 言 （フココロ） ハ、我黙シテ自 （ラ） 愧ヂ自 （ラ） 責 （ム） ルゾ。其ノ心ガ張
公ニ感通シテアルヤラウ、 今夜、 夢ニ張














を圧するかと驚く」とある。万里集九の説に「凡ソ至誠互 （イ） ニ感ズルトキンバ、互 （イ） ニ
夢ミル。是ヲ神交ト云フ也。此 （ノ） 句意、先生ノ至誠、
公ト相通 （ズル） 也」とある。闌は、盛りを過ぎて尽きてゆ
くこと。○〔原注〕 　
公碑は、詩題の注に引く唐・趙耕「張
公の碑」をいう。
　
経書によく通じて宣城の長官であった張
公は、この深さ百尺の水中に棲んでおられました。
公は自ら
の力量もわきまえず、向こう見ずにも不意打ちに挑みかかってきました。　
赤い旗じるしと青い旗 るしの二頭の
が取っ組み合って、黒い血・黄色い血を流して二度も戦いました。
ほとばしる気勢で手
て強ごわ
い敵を粉砕した張
公ですが、仁の心をもって人々が飢え凍えるのを深く憐れみます。
誠心誠意に祈れば必ず助けに来てくれますが、いい加減では願っても叶えられることは難しい。
　
（この秋）麦畑は枯れて生気なく広がり、いつ果てるともなく日照りが続いていました。あなたは雨乞いの心配をしなければならない役目でもないのに、十日もかけて馬の背 揺られて
骨を迎え送りなさいました。
この雨のおかげで春に野菜が採
とれたら、陳先生の貧しいお食事にはいくらかの足しとなるでしょう。
　
張
公がはるばると迎えられて往き来することを厭わなかったのですから、私一人だけのんびりしていられ
ましょうか。部屋に閉じこもってじっとわが身を反省していると、 （私の至誠に感じた）
公と私の忘形の交
わりは清浄な気の夜間 盛んとなり、夜明けまで続いて尽きていきます。 
（担当 　
原田直枝）
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